
令和６年度 塩谷南那須地区 さくら市支部研修報告 

会長 
所属校 

さくら市立氏家中学校 
研修担当 

所属校 
さくら市立押上小学校 会員数 １１名 

支部の研修テーマ及び地域の現状や特色 
  
研修テーマ  「さくら市の学校事務の改善を図る」 

 現状と特色  近年、本市でも主事層の増加が見られ、事務の平準化が求められている。 
        複数の学校の事務職員が共同で事務を実施し、事務支援をしたりすることにより事務改善を図

ったり、経験を共有し合うことで、学校経営を支える学校事務職員としてのさらなるスキルア
ップを目指し、研修に取り組んでいる。 

研 修 日 等 研 修 会 の 主 な 内 容 研修会主催者 

       ５月１３日（月）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間：  14:00 ～ 16 :30 

○本年度の研修計画について 
○共同実施について 

さくら市学校事務研究会 

さくら市立学校事務共同

実施推進協議会 

       ５月３０日（木）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間： 13:30 ～ 16:30 

○共同実施推進協議会 
○共同実施「諸帳簿互審会(２～３月分)」 

さくら市立学校事務共同

実施推進協議会 

       ６月６日（木）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間：  13:30 ～ 16:30 

○班別研修（教職員マニュアル班・ＩＢマニュアル班） さくら市学校事務研究会 

       ７月１２日（金）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間：  9:00～ 16:00 

○共同実施「諸帳簿互審会(４～６月分)」 

○市教育委員会との情報交換 

○班別研修（教職員マニュアル班・ＩＢマニュアル班） 

さくら市教育委員会 

さくら市学校事務研究会 

さくら市立学校事務共同

実施推進協議会 

       ８月６日（火）   
 会場： 喜連川図書館 
 時間： 9:00 ～ 16:00 

○給与・旅費事務（通勤手当・住居手当・扶養手当 

児童手当・旅費等）及び事例検討会 
さくら市学校事務研究会 

       ８月３０日（金）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間： 13:30 ～ 16:30 

○班別研修（教職員マニュアル班・ＩＢマニュアル班） さくら市学校事務研究会 

       ９月１７日（火）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間： 13:30 ～ 16:30 

○足利銀行校納金のＩＢ移行について 

○班別研修（教職員マニュアル班・ＩＢマニュアル班） 
さくら市学校事務研究会 

       １０月２２日（火）   
 会場： 喜連川公民館 
 時間： 9:00 ～ 16:00 

○共同実施「諸帳簿互審会（７～９月分）」 

○班別研修（教職員マニュアル班・ＩＢマニュアル班） 

○足利銀行校納金のＩＢ手数料・給食センター化について 

○内部監査報告（氏家小、南小、喜連川中） 

さくら市学校事務研究会

さくら市立学校事務共同

実施推進協議会 

       １１月１８日（月）   
 会場： 喜連川公民館 
 時間： 13:30 ～ 16:30 

○年末調整互審会 さくら市学校事務研究会 

       １２月３日（火）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間： 13:00 ～ 16:30 

○講話「学校事務職員の学校経営参画～協働することの有効性～」 

さくら市学校事務共同実施推進協議会長(氏家小学校長) 黒田敦子様 

○足利銀行振込手数料について 
○文書分類表について 
○共同実施「諸帳簿互審会（１０～１１月分）」 

さくら市学校事務研究会

さくら市立学校事務共同

実施推進協議会 

       １月２８日（火）   
 会場： 喜連川庁舎 
 時間： 9:00 ～ 16:30 

○市教育委員会との情報交換 
○班別研修（教職員マニュアル班・ＩＢマニュアル班） 
○今年度の研修のまとめ 

さくら市教育委員会 

さくら市学校事務研究会

さくら市立学校事務共同

実施推進協議会 

       ２月１８日（火）   
 会場： 喜連川公民館 
 時間： 13:30 ～ 16:30 

○共同実施推進協議会 

○共同実施「諸帳簿互審会(１２～１月分)」 

さくら市教育委員会 

さくら市立学校事務共同
実施推進協議会 

研 修 成 果 と 課 題 
 
平成３０年度に作成された「教職員のためのマニュアル」改訂版作成班と、足利銀行と栃木銀行の学校校納金

のインターネットバンキングへの移行に伴う事務用の「IBマニュアル」作成班に分かれて活動した。教職員マニ
ュアル改訂班では、法規定などに則り内容を見直し、新年度から市内の教職員が活用できるように各校へ配付し
た。 
教職員向け、事務職員向けのマニュアルを作成することにより、市内の教職員の事務処理等の理解や知識が深

まると考える。そしてこれらのことにより事務職員の業務負担軽減や改善にもつながり、学校教育の円滑な運営
の一助となると思う。 
また、教育委員会との情報交換会も継続して行っており、定期的な情報共有ができています。お互いの要望等

を日々の業務に反映させることによって、さらなる学校事務の効率化、簡略化を図ることができた。 
 


